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日立市内の芸術作品②　荒蒔邦弘《椎若葉》　2016年　油彩・キャンバス　日立市郷土博物館蔵

日立市出身・在住で日展、一水会で作品を発表している洋画家です。

■４月の常議員会／ドリンクラリー／事務局機構
■商工会議所の動き（４月）／職場体験事業／
　夏まつり情報募集
■法改正・労務管理セミナーを開催／
　早期景気観測調査
■青年部会報　わいわいわい
■相談所だより
　経営安定特別相談室／記帳指導／融資制度のご案内
■中小企業のセキュリティー対策
■リレー随想（その214：五来クリーニング　五来美奈氏）
■会 員 探 訪（第117回　木幡工業㈱　千田健人氏）
■会議所インフォメーション 
　チラシ折込サービスのご案内／役員議員紹介『素顔』／
　かいぎしょNEWS広告掲載事業所募集
■国・県・市等からのお知らせ 　
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期間 ： ６月２９日（金）まで
職員とアクサ生命社員がご訪問させていただきます。

共済キャンペーン実施中！

部会会議開催のご案内
　交通運輸業部会の部会会議を開催します。部会に所属
する会員の皆様の出席をお願いします。

部会役員選任について／今年度事業について協議事項

６月11日（月）16時00分日　　時
日立商工会議所会館会　　場

問い合せ 会員サービス並びに工業課

鈴木昇
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　当所工業部会並びに交通運輸業部会及び建設業部会では、
茨城県立日立工業高等学校で実施するインターンシップ事
業の受入事業所を募集しています。
◇実施時期：【平成30年10月16日（火）～
　　　　　　　　　　　10月18日（木）】の３日間
◇対象業種：製造業、ソフトウェア、自動車整備業、
　　　　　　電気工事業
◇人　　数：各２～５名（1事業所）
◇申込締切：６月29日（金）
◇そ の 他：生徒に対する要望がありましたらお知らせ下
　　　　　　さい。また、受け入れ申し出後に、人数等の調
　　　　　　整をすることがありますのでご了承ください。
◇申込・問合せ：会員サービス並びに工業課

昨年は137名の生徒が会員事業所50社で職場体験。

○体験者は茨城県立日立工業高等学校の2年生と1年生の
希望者が対象。

○体験者(高校生)は、保険(傷害、賠償責任)に加入し、交
通費及び昼食は、体験者(高校生)が負担します。

○プログラムは、受入企業で作成をお願いいたします。
　（事業所において出来る範囲で検討してください。）

職 場 体 験 事 業
高校生のインターンシップ受入事業所を募集

● 平成30年度事務局機構 ●
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日立地区： 8月25日(土)
多賀地区：10月 6日(土)
詳細は次号に掲載予定です。

　４
月
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、
当
所
で
常
議
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会
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ま
し
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光
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踊
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今年の
ドリンクラリーは
2会場で
開催します。

問合せ 商業観光課

ドリンクラリー

　 開催日決定！

ドリンクラリー

　 開催日決定！

日本商工会議所会頭表彰

日立商工会議所の動き4月4月

   TO THE NEXT STAGE 

 

 

  

夏まつり情報を募集夏まつり情報を募集
　「かいぎしょNEWS」市民版では、市内各地域で開催する夏のイベント企画を特集します。
■掲載内容　①名称　②開催日時　③開催場所　④イベント内容（80文字以内）
　　　　　　⑤雨天時の対応　⑥主催団体　⑦代表者の連絡先（住所・氏名・TEL）
■掲 載 料　無料　　■締め切り　6月8日（金）
■発 行 日　7月中旬予定（読売・朝日・毎日新聞朝刊に折込）
■申込方法　掲載内容をファクシミリ又はEメールでお送りください。
■問 合 せ　総務課　TEL：22-0128　FAX：22-0120　Mail：ｈ1204＠hitachicci.or.jp

2 0 1 8

4月 1 日 青年部 第6回「常陸ノ国グルメフェス」

4月 4 日 汚染負荷量賦課金説明会

4月 6 日 桐生商工会議所関係者との懇談会

4月 7 日 第56回日立さくらまつり花見茶屋・

　～ 8 日 ボランティアガイド実施

4月 9 日 正副会頭会議

4月10日 新入・若手社員ビジネス実務研修

 無料法律相談

4月16日 ドリンクラリー実行委員会

4月18日 青年部　第35回通常総会

4月19日 専門相談

4月20日 共済キャンペーン進発式

4月23日 常議員会

 観光環衛業部会　議員協議会

 運営委員会　正副委員長会議

 日立創業支援ネットワーク会議

4月26日 経営安定セミナー
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　世
界
情
勢
が
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
中
、日
本
経
済
は
東
京
五
輪
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
建
設
需
要
な
ど
堅
調
な
内
需
や
欧
州
・
中
国
経
済
の
安
定

成
長
に
よ
り
、経
済
状
況
は
回
復
傾
向
に
あ
り
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、市
内

の
中
小
企
業
を
取
巻
く
環
境
は
、後
継
者
不
足
や
従
業
員
不
足
に
苦
し
む
企

業
が
数
多
く
あ
り
、個
人
消
費
も
依
然
と
し
て
低
価
格
・
節
約
志
向
が
根
強

く
続
き
、ま
だ
ま
だ
景
気
回
復
の
実
感
が
持
て
ず
、今
後
の
経
済
状
況
に
不

安
を
い
だ
く
現
状
で
あ
り
ま
す
。

  

こ
の
よ
う
な
経
済
状
況
の
中
、青
年
部
の
事
業
が
よ
り
地
域
発
展
の
た
め

に
効
果
を
も
た
ら
し
、多
く
の
地
域
貢
献
事
業
へ
と
羽
ば
た
く
に
は
ど
う
す

る
べ
き
か
と
考
え
る
と
、部
員
一
人
一
人
の
思
い
や
熱
意
を
尊
重
し
、こ
れ

ま
で
の
通
例
や
既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、新
し
い
発
想
で
事
業

を
展
開
す
る
こ
と
で
、我
々
青
年
経
済
人
が
集
ま
る
団
体
だ
か
ら
こ
そ
で
き

る
、未
来
を
担
う
地
域
活
性
化
事
業
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
と
考
え
ま
す
。

  

ま
た
、地
域
の
若
手
後
継
者
の
減
少
も
あ
り
、部
員
の
増
強
も
急
務
と
実

感
し
て
お
り
ま
す
。部
員
間
の
連
携
強
化
や
研
鑽
事
業
も
多
く
取

り
入
れ
、地
域
を
支
え
る
仲
間
を
一
人
で
も
多
く
増
や
し
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。そ
し
て
、共
に
悩
み
、共
に
行
動
し
、共
に
成

長
す
る
同
志
と
し
て
歩
み
ま
し
ょ
う
。私
自
身
の
力
は
微
力
で
も

地
域
を
よ
り
良
い
も
の
に
し
た
い
と
思
う
メ
ン
バ
ー
が
一
人
で

も
多
く
青
年
部
と
し
て
協
力
し
合
う
こ
と
で
大
き
な
力
と
変
わ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。こ
れ
か
ら
共
に
支
え
て
く
だ
さ
る
皆
様
と
一

緒
に
、地
域
発
展
の
た
め
、よ
り
良
い
未
来
を
築
く
た
め
に
邁
進

し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

第
５
回
常
陸
ノ
国

グ
ル
メ
フ
ェ
ス

4月18日、日立商工会議所青年部第35回通常会員総会が開催され、関政明会長のもと平成30年度がスタートしました。

Think differently

日立商工会議所青年部
会　長　関　　  政　 明
（社会福祉法人  山水苑）

平成30年度がスタート

～新しい発想が未来を変える～
平成29年度の主な事業

第5回常陸ノ国グルメフェス
エンジェルタッチ勉強会
ブラッシュアップ経営勉強会
第37回全国大会
岐阜かかみがはら大会
就活フェスinひたち

4月 2日
8月 4日
10月17日
2月16日～17日
　                  
3月25日

　Y
E
G（
若
き
企
業
家
集
団
）

精
神
の
下
に
お
互
い
に
啓
発

し
合
い
な
が
ら
、知
識
と
教
養
・

人
と
人
と
の
結
び
つ
き
を
深

め
、明
日
を
目
指
し
て
歩
む
グ

ル
ー
プ
で
す
。

　青
年
部
で
は
十
八
才
か
ら

四
十
五
才
ま
で
の
方
の
入
会

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。地
域

を
支
え
る
青
年
経
済
人
と
し

て
一
緒
に
活
動
し
ま
し
ょ
う
！

問
合
せ

　青
年
部
事
務
局

青
年
部
っ
て
？

い
っ
し
ょ
に

　青
年
部
し
ま
せ
ん
か
？

第1629号　（毎月20日発行） 平成30年5月20日　④

法改正・労務管理セミナーを開催！（経営安定セミナー）
　４月26日、「無期転換ルールと職業安定法の対応」をテーマに小野

純氏（社会保険労務士法人ソリューション　特定社員）を講師に開催

しました。

　本年４月から､通算で５年を超えて反復更新された有期契約労働者

（パート・アルバイト等）からの申出があった場合､無期労働契約に転

換することが義務付けられました。本セミナーでは、「無期転換ルール

に関する基本と特例」や「無期転換に関して会社がすべき対応」、「職業

安定法の改正」について解説があり、参加者は熱心に学びました。

改正内容を知るだけでなく、
「対応策検討」→「整備」→「実施」へ

希望者が現れる前の早めの対応が必要 書面に起こした上で、従業員の理解・合意
が必要

有期、無期、定年再雇用、各々に関する労働
条件を定め、就業規則に明記

業況DIの推移

調査対象並びに回収状況

対象件数

回収件数

回収割合（％）

製造業

25

23

92.0

小売業

30

24

80.0

建設業

20

18

90.0

サービス業

25

20

80.0

計

100

85

85.0

・ＤＩ値は調査項目についての景況判断状況を表す。
　（△（＋）で上向き、▲（－）で下向き）
・強気、弱気等景況感の相対的な広がりを意味する。
　ＤＩ＝（増加・好転・不足等の回答割合）－
　　　　　　　　　　（減少・悪化・過剰等の回答割合）

調査時期

調査基準

4月（四半期毎に実施）

四半期毎の景況感を対前年同期と比較

平成29年度第4四半期

日立商工会議所全産業

製造業

小売業

建設業

サービス業

第4四半期

▲25.9

0

▲58.3

▲5.6

▲35.0

第1四半期

 ▲26.7

 ▲9.1

 ▲42.3

 ▲41.2

 ▲14.3

第2四半期

▲25.3

0

▲36.4

▲50.0

▲22.2

▲23.8

0

▲33.3

▲29.4

▲33.3

第3四半期 今後の見通し
（4月～6月）

▲35.3

▲21.7

▲45.8

▲33.3

▲40.0

平成29年度 平成30年度

無期転換
ルールの
ポイント！

製 造 業 サービス業全 産 業 小 売 業 建 設 業

0

10

－20

－30

－10

－40

－50

－60
29/1四半期　　29/2四半期　　29/3四半期　　29/4四半期　30/1四半期見通し

※詳しくはホームページの「新着情報」をご確認ください。
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　世
界
情
勢
が
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
中
、日
本
経
済
は
東
京
五
輪
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
建
設
需
要
な
ど
堅
調
な
内
需
や
欧
州
・
中
国
経
済
の
安
定

成
長
に
よ
り
、経
済
状
況
は
回
復
傾
向
に
あ
り
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、市
内

の
中
小
企
業
を
取
巻
く
環
境
は
、後
継
者
不
足
や
従
業
員
不
足
に
苦
し
む
企

業
が
数
多
く
あ
り
、個
人
消
費
も
依
然
と
し
て
低
価
格
・
節
約
志
向
が
根
強

く
続
き
、ま
だ
ま
だ
景
気
回
復
の
実
感
が
持
て
ず
、今
後
の
経
済
状
況
に
不

安
を
い
だ
く
現
状
で
あ
り
ま
す
。

  

こ
の
よ
う
な
経
済
状
況
の
中
、青
年
部
の
事
業
が
よ
り
地
域
発
展
の
た
め

に
効
果
を
も
た
ら
し
、多
く
の
地
域
貢
献
事
業
へ
と
羽
ば
た
く
に
は
ど
う
す

る
べ
き
か
と
考
え
る
と
、部
員
一
人
一
人
の
思
い
や
熱
意
を
尊
重
し
、こ
れ

ま
で
の
通
例
や
既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、新
し
い
発
想
で
事
業

を
展
開
す
る
こ
と
で
、我
々
青
年
経
済
人
が
集
ま
る
団
体
だ
か
ら
こ
そ
で
き

る
、未
来
を
担
う
地
域
活
性
化
事
業
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
と
考
え
ま
す
。

  

ま
た
、地
域
の
若
手
後
継
者
の
減
少
も
あ
り
、部
員
の
増
強
も
急
務
と
実

感
し
て
お
り
ま
す
。部
員
間
の
連
携
強
化
や
研
鑽
事
業
も
多
く
取

り
入
れ
、地
域
を
支
え
る
仲
間
を
一
人
で
も
多
く
増
や
し
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。そ
し
て
、共
に
悩
み
、共
に
行
動
し
、共
に
成

長
す
る
同
志
と
し
て
歩
み
ま
し
ょ
う
。私
自
身
の
力
は
微
力
で
も

地
域
を
よ
り
良
い
も
の
に
し
た
い
と
思
う
メ
ン
バ
ー
が
一
人
で

も
多
く
青
年
部
と
し
て
協
力
し
合
う
こ
と
で
大
き
な
力
と
変
わ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。こ
れ
か
ら
共
に
支
え
て
く
だ
さ
る
皆
様
と
一

緒
に
、地
域
発
展
の
た
め
、よ
り
良
い
未
来
を
築
く
た
め
に
邁
進

し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

第
５
回
常
陸
ノ
国

グ
ル
メ
フ
ェ
ス

4月18日、日立商工会議所青年部第35回通常会員総会が開催され、関政明会長のもと平成30年度がスタートしました。

Think differently

日立商工会議所青年部
会　長　関　　  政　 明
（社会福祉法人  山水苑）

平成30年度がスタート

～新しい発想が未来を変える～
平成29年度の主な事業

第5回常陸ノ国グルメフェス
エンジェルタッチ勉強会
ブラッシュアップ経営勉強会
第37回全国大会
岐阜かかみがはら大会
就活フェスinひたち

4月 2日
8月 4日
10月17日
2月16日～17日
　                  
3月25日

　Y
E
G（
若
き
企
業
家
集
団
）

精
神
の
下
に
お
互
い
に
啓
発

し
合
い
な
が
ら
、知
識
と
教
養
・

人
と
人
と
の
結
び
つ
き
を
深

め
、明
日
を
目
指
し
て
歩
む
グ

ル
ー
プ
で
す
。

　青
年
部
で
は
十
八
才
か
ら

四
十
五
才
ま
で
の
方
の
入
会

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。地
域

を
支
え
る
青
年
経
済
人
と
し

て
一
緒
に
活
動
し
ま
し
ょ
う
！

問
合
せ

　青
年
部
事
務
局

青
年
部
っ
て
？

い
っ
し
ょ
に

　青
年
部
し
ま
せ
ん
か
？
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　事業経営が不振に陥った時は、「早期に適切な手を打つ」ことが重要なポイントです。
受注・販売不振、手形の決済などで事業経営の先行きに不安が生じたらできるだけお早
めに『経営安定特別相談室』にご相談ください。

○経営安定特別相談室とは…
　経営不振に陥った事業所から相談を受け、再

建の見込みがある企業については関係機関との

協力により再建の方策を講じるなど倒産を未然

に防止することを目的に設置されているのが

「経営安定特別相談室」です。相談室では商工調

停士等の専門家が相談に応じます。

○商工調停士とは…
　中小企業の倒産に関わる諸問題について解決

に向けての相談・アドバイスを行ないます。商

工調停士は、当所会頭から委嘱されています。

○お申込みにあたって…
　経営不振に陥った経緯などをお聞かせいただ

くとともに相談アドバイスに必要な資料の提出

をお願いしています。

困った時には早めの相談！

相 談 の 手 順

相 談 申 込

相談内容の検討

・経営、財務内容の把握と分析

・倒産防止の方策の検討

調 停
債権者等関係者
への協力要請

・金融斡旋

・手形処理指導

・事業転換指導

・円滑な整理方法の検討

・法的手続き等の指導、助言

経 営 安 定特別相談室

相談無料・秘密厳守　お申込およびお問合せは経営支援課まで。相談無料・秘密厳守　お申込およびお問合せは経営支援課まで。

今 月 の 融 資 制 度 利 率今 月 の 融 資 制 度 利 率

　当所では、小規模事業者を対象に日計表のつけ方や従業員の源泉徴収の方法、などのお手伝
いをしています。
　この事業は、担当者が事業所の都合に合わせて面談し、経営者（またはご家族）が
記帳や経理について理解し、ご自身で記帳が出来るように行っているものです。
【申し込み対象】
●従業員数が20名以下（卸・小売・サービス業は５人以下）の個人事業所
●税理士の関与を受けていない事業所

記帳指導を希望する事業所を募集します記帳指導を希望する事業所を募集します記帳指導を希望する事業所を募集します

 ■ ■ ■  問合せ　経営支援課  ■ ■ ■ 

期間は原則3年間

○利　　率

○利子補給

○限 度 額

○返済期間

1.01％

1.00％

1,000万円

運転・設備 7年

1.11％

1.00％

2,000万円

運転・設備 7年

1.11％

1.10％

2,000万円

運転 7年　設備 10年

【自治金融】 【振興金融】

（平成30年5月1日現在）（平成30年5月1日現在）

【マル経制度】

メ
ー
ル
ア
カ
ウ
ン
ト
を
乗
っ
取
り
、

取
引
先
に
対
し
て
詐
欺
を
行
う
。

【
タ
イ
プ
４：

社
外
の
権
威
あ
る

第
三
者
へ
の
成
り
済
ま
し
】

社
長
か
ら
指
示
を
受
け
た
弁
護
士

と
い
っ
た
人
物
に
成
り
済
ま
し
、

振
り
込
ま
せ
る
。

【
タ
イ
プ
５：

詐
欺
の
準
備
行
為

と
思
わ
れ
る
情
報
の
詐
取
】

経
営
層
や
人
事
部
に
成
り
済
ま
し
、

今
後
の
詐
欺
に
利
用
す
る
た
め
、

社
内
の
従
業
員
の
情
報
を
窃
取
す

る
。　攻

撃
者
は
、
そ
の
過
程
に
お
い

て
、
偽
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
使

う
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
だ

ま
し
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
駆
使
し
て

く
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

例
１：

請
求
者
側
と
支
払
者
側
の

両
方
に
成
り
済
ま
し
、
取
引
に
関

わ
る
二
つ
の
企
業
を
同
時
に
だ
ま

す例
２：

メ
ー
ル
の
同
報
先
（
Ｃ
Ｃ

な
ど
）
も
偽
物
に
差
し
替
え
、
他

の
関
係
者
に
は
メ
ー
ル
が
届
か
な

い
よ
う
細
工
す
る

例
３：

メ
ー
ル
の
引
用
部
分
に
あ

る
、
過
去
の
メ
ー
ル
の
や
り
と
り

の
部
分
に
つ
い
て
、
都
合
の
悪
い

部
分
を
改
変
す
る

　手
口
の
悪
質
さ
・
巧
妙
さ
に
関

し
て
は
、
諜
報
活
動
な
ど
を
目
的

と
す
る
〝
標
的
型
サ
イ
バ
ー
攻
撃
〞

と
も
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　ビ
ジ
ネ
ス
メ
ー
ル
詐
欺
の
被
害

に
遭
わ
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
、

ま
ず
こ
の
よ
う
な
攻
撃
が
あ
る
と

い
う
事
実
を
知
る
こ
と
が
重
要
だ
。

ま
た
、
こ
の
手
口
は
、
根
本
的
に

は「
詐
欺
」な
の
だ
が
、
電
子
メ
ー

ル
に
依
存
し
た
企
業
間
の
ビ
ジ
ネ

ス
活
動
に
付
け
込
み
、
巧
妙
な
罠

を
仕
掛
け
て
く
る
。
こ
れ
に
対
し
、

技
術
的
な
対
策
だ
け
で
は
防
御
す

る
こ
と
が
難
し
く
、
一
人
一
人
が

手
口
を
理
解
し
、
次
の
よ
う
な
対

策
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

【
対
策
１：

送
金
前
の
チ
ェ
ッ
ク

の
強
化
】

ビ
ジ
ネ
ス
メ
ー
ル
詐
欺
を
想
定
し
、

　企
業
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
す

新
た
な
脅
威
と
し
て
「
ビ
ジ
ネ
ス

メ
ー
ル
詐
欺（
Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
ｎ
ｅ
ｓ
ｓ

Ｅ‐

ｍ
ａ
ｉ
ｌ   

Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ｒ
ｏ
ｍ

ｉ
ｓ
ｅ：

Ｂ
Ｅ
Ｃ
）」
が
全
世
界
に

拡
大
し
て
い
る
。
巧
妙
に
細
工
し

た
メ
ー
ル
の
や
り
と
り
に
よ
り
、

企
業
の
担
当
者
を
だ
ま
し
、

攻
撃
者
の
用
意
し
た
口
座

へ
送
金
さ
せ
る
手
口
の
詐

欺
で
あ
る
。

　こ
れ
ま
で
は
主
に
海
外

の
企
業
が
被
害
に
遭
っ
て

き
た
が
、
２
０
１
６
年
以
降
、

海
外
取
引
を
し
て
い
る
国

内
企
業
や
そ
の
関
連
企
業
、

あ
る
い
は
そ
の
取
引
先
が

狙
わ
れ
被
害
が
確
認
さ
れ

て
い
る
。
17
年
末
に
は
航

空
会
社
に
て
約
３
億
８
千

万
円
の
被
害
が
報
道
さ
れ

る
な
ど
、
注
意
が
必
要
な

状
況
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

　ビ
ジ
ネ
ス
メ
ー
ル
詐
欺
は
、
次

に
示
す
五
つ
の
タ
イ
プ
に
分
類
で

き
る
。

【
タ
イ
プ
１：

取
引
先
と
の
請
求

書
の
偽
装
】

取
引
の
メ
ー
ル
の
最
中
に
割
り
込

み
、
偽
の
請
求
書（
振
込
先
）を
送

る
。

【
タ
イ
プ
２：

経
営
者
な
ど
へ
の

成
り
済
ま
し
】

経
営
者
を
か
た
り
、
偽
の
振
込
先

に
振
り
込
ま
せ
る
。

【
タ
イ
プ
３：

窃
取
メ
ー
ル
ア
カ

ウ
ン
ト
の
悪
用
】

送
金
な
ど
の
際
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制

を
強
化
す
る
。
振
込
先
の
変
更
の

よ
う
な
場
合
、
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
な

ど
メ
ー
ル
以
外
の
方
法
で
確
認
す

る
。

【
対
策
２：

普
段
と
は
異
な
る
メ

ー
ル
に
注
意
】

普
段
と
は
異
な
る
言
い
回
し
や
文

脈
、
送
信
者
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

な
ど
、
怪
し
い
と
思
う
メ
ー
ル
に

は
注
意
す
る
。

【
対
策
３：

基
本
的
な
ウ
イ
ル
ス
・

不
正
ア
ク
セ
ス
対
策
】

不
審
な
メ
ー
ル
の
添
付
フ
ァ
イ
ル

を
開
か
な
い
よ
う
注
意
す
る
。
ま

た
、Ｏ
Ｓ
や
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
ソ
フ
ト
を
最
新

に
保
ち
、
パ
ス
ワ
ー
ド
に
は
複
雑

な
も
の
を
設
定
す
る
。

　独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進

機
構（
Ｉ
Ｐ
Ａ
）で
は
注
意
喚
起
と

と
も
に
、
レ
ポ
ー
ト
「
ビ
ジ
ネ
ス

メ
ー
ル
詐
欺

　『
Ｂ
Ｅ
Ｃ
』
に
関
す

る
事
例
と
注
意
喚
起
」
を
公
開
し

て
い
る
。
具
体
的
な
内
容
は
Ｉ
Ｐ

Ａ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
s
://w

w
w
.ip
a
.g
o
.jp
/se
c
u
rity
/in
d
e

x
.h
tm
l

）を
確
認
し
て
ほ
し
い
。

（
独
立
行
政
法
人
情
報
処
理

　
　
　
　推
進
機
構
・
江
島
将
和
）

中
小
企
業
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策

ビ
ジ
ネ
ス
メ
ー
ル
詐
欺
拡
大

－12－

手
口
を
理
解
し

　 

一
人
一
人
が
対
策

巧
妙
に
細
工
し

　
偽
口
座
へ
送
金
促
す
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